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１． 研究目的 

心象スケッチとは宮沢賢治の造語であり，

世間では「詩」というジャンルで認識されて

いる.賢治は「心象スケッチ集」として『春と

修羅』を出版しているが，童話集である『注

文の多い料理店』の広告チラシにおいても

「これらの心象スケッチを世間に提供するも

のである」と記しており，詩も童話もともに

心象スケッチと呼んでいることがわかって

いる．心象スケッチが「童話」として描かれ

ている場合の特徴と，世間における「詩」と

して描かれている場合の特徴を比較し，その

差異を調査することを目的とする．また、そ

れを踏まえて『春と修羅』『春と修羅第二集』

『春と修羅第三集』その他未収録スケッチの

草稿や推敲課程から童話の特徴を持つ心象

スケッチを研究し，『春と修羅』における〈詩

中の童話〉が果たしている役割を明らかにす

る． 
 
２． 研究実施内容 

まず，宮沢賢治における「童話」「詩」「心

象スケッチ」の定義を，世間における「童話」

「詩」の定義と比較しながら確認した． 

次に，世間における「詩」として『春と修

羅』に収録されている「心象スケッチ」の特

徴をまとめた．それを踏まえ，宮沢賢治にと

っての「心象スケッチ」は何を指すのか，先

行論文から調査を行い，その定義を再確認した． 

再確認した「心象スケッチ」の定義に基づ

き，『春と修羅』から〈詩中の童話〉を取り上

げ，「心象スケッチ」と呼ばれるものの可能性

を広げることへとつなげ，草稿や推敲課程か

らその役割を明らかにする． 
 

３． まとめと今後の課題 
世間では「童話」の定義として『日本国語

大辞典』では「児童文学の一ジャンルで，民

間に継承されていたお伽話や英雄譚，伝説，

説話，寓話などを含む」ものだといわれてお

り，「詩」は「文芸様式の一つ．韻文．」との

記載がある．一方，賢治のいう「童話」とは

童話集『注文の多い料理店』の広告チラシに

よると①舞台がドリームランドとしての岩

手県であるイーハトーヴであるもの②あら

ゆることが可能になるという非現実的な性

格を持っているもの であるといえる．また

「詩」について「農民芸術」や「労農詩三論三

講」のメモから，魂や心から湧いてくるもの

としていたといえる．賢治の造語である「心

象スケッチ」の定義として『宮沢賢治イーハ

トーヴ学事典』では「歩行のあいだには回想

も訪れ，空想も羽ばたき，思索も巡らす．そ

のような意識内の現象の一切の記録が「心象

スケッチ」と名づけられるといってよい」と

されている．また『春と修羅』の「序」にお

いて「風景やこころの明滅を，そのとおりに

記録したもの」というふうに定義づけること
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もできるという結果となった． 
これらを踏まえ『春と修羅』を分析すると

「童話」としての「心象スケッチ」の特徴とし

て①「夢」の出現がある②全文が心象スケッ

チであるとはいえない③色彩豊かな描写が

ある④綺麗なものが描写されている⑤読み

終えた読者にとって資糧となるメッセージ

をふくんでいるもの であるといえる．一方，

世間における「詩」として『春と修羅』に収

録されているといえる心象スケッチは①群

として主題を持つ②主題に沿った役割りを

持っている③表現に対する細かいこだわり

がみられる④現場性を保持している といえ

る．また『春と修羅』における「童話」は「真

空溶媒」「東岩手火山」「小岩井農場」章「青

森挽歌」「青森挽歌三」「九九〔鉄道線路と国

鉄が〕」であるのではないかと考える． 
「東岩手火山」は、『春と修羅』収録以前に、

「心象スケッチ外輪山」という題で「岩手毎日

新聞」に発表されており，同項に童話「やま

なし」も掲載されていたことが分かっている．

「東岩手火山」の草稿，九～十五行目からは、

『春と修羅』に収録されている本文では二重

鍵括弧で記されている箇所が、『春と修羅』収

録以前に発表された形態では鍵括弧で記さ

れており，話文であったことがわかる．これ

は童話の性格を持っている心象スケッチで

あるといえる．童話「やまなし」と同時期に

発表されていることからも，童話への意識が

高いものだと考えられる． 
今後は「真空溶媒」「小岩井農場」章「青森

挽歌」「青森挽歌三」「九九〔鉄道線路と国鉄

が〕」を，草稿や推敲課程をもとに細かく分析

することをおもな課題とする．また，賢治に

まつわる最新の精神分析学を参考に，心象ス

ケッチについて考えを深める． 
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